
支部創立 15周年記念 日本農芸化学会中四国支部 

第 19回若手シンポジウム 

（第 7回農芸化学の未来開拓セミナー） 
 

場所： 岡山大学津島キャンパス大学院研究科棟 2階大会議室 

日時： 2015年 5月 15日（金）14：00～16日（土）12：00 
 

プログラム（敬称略） 
 

5月 15日（金） 

14:00～14:05 開会の辞 

14:05～14:45 新しい細胞膜透過ペプチド：ポリヒスチジン 

       岩崎 崇（鳥取大学） 

14:45～15:25 LPS/LOSの酸性コア糖鎖の化学合成研究 

       一柳 剛（鳥取大学） 

15:25～15:35 休憩 

15:35～16:15 微生物機能を活用した油脂発酵生産 

       櫻谷 英治（徳島大学） 

16:15～16:55 青色花色発現の解明ー化学と生物の間でー 

       吉田 久美（名古屋大学） 

16:55～17:00 連絡等 

18:00～ 意見交換会 

 

5月 16日（土） 

9:00～9:05 連絡等 

9:05～9:45 哺乳類卵子の細胞小器官に関する研究 

       若井 拓哉（岡山大学） 

9:45～10:25 植物ホルモンのアブシジン酸受容体に作用する化合物開発  

       岡本 昌憲（鳥取大学） 

10:25～10:35 休憩 

10:35～11:15 ザクロに含まれるエラジタンニンの化学構造とその機能性 

       伊東 秀之（岡山県立大学） 

11:15～11:55 極限環境に適応した生物がデザインする蛋白質 

       三本木 至宏（広島大学） 

11:55～12:00 閉会の辞 

 

講演会への参加（申し込み不要）は、無料ですが、意見交換会への参加（申し込み必要）は、有料（一般

4000円、ポスドク・学生 3000円）とさせて頂きます。なお、意見交換会への参加は人数に制限がありま

すので、お早めにお申込下さい。 

 

申し込み・問い合わせ先 

岡山大学大学院環境生命科学研究科 〒700-8530 岡山市北区津島中 1－1－1 

宗正 晋太郎（smunemasa@okayama-u.ac.jp）・荒川 健佑（karakawa@okayama-u.ac.jp） 


